容積形ポンプの取り扱い
１．容積形ポンプの起動
容積形ポンプは、吐出弁を開けた状態で起動する。
もし、吐出弁を閉止のまま起動すると、吐出圧力が異常に上昇し機器の破損をきたす。
２．往復動ポンプの振動対策
往復動ポンプは、吐出流量が脈動して配管の振動、破損等を起すのでアキュームレーターの管理が重要である。
３．ウォーシントンポンプ取り扱いの注意点
①蒸気ラインのドレン抜きおよび暖機は確実に行いウォーターハンマーを防止する。
②吐出圧力は、蒸気圧力とピストン面積に比例して上昇するので吐出圧力に十分注意する。
４．回転ポンプの切替え要領
回転ポンプ切替え時に発生する吐出系圧力の変動を低減するには、以下の方法がある。
①スピルバック弁を有するポンプは、スピルバック弁を開放して起動し、スピルバック弁と停止するポンプの吐出弁を調節して、吐出圧力の変動を防止する。
②スピルバック弁の無いポンプは、吐出弁全開、吸入弁全閉で起動、吐出圧力を見ながら吸入弁を振り替えていくと変動が少ない。



























